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第80回日本医学放射線学会総会
ランチョンセミナー26

日　時 ： 2021年4月18日（日）　12:20 - 13:10
会　場 ： パシフィコ横浜　会議センター　3階 313+314

司　会 ： 坂本 肇 先生 （順天堂大学　保健医療学部　診療放射線学科）

エキスパートのための被ばく低減への取り組み
～概論からAzurionによる次の一手まで～

第80回日本医学放射線学会総会
ランチョンセミナー5

日　時 ： 2021年4月16日（金）　12:20 - 13:10
会　場 ： パシフィコ横浜　会議センター　3階 304

Elition 3.0Tで頭部MRIはここまで変わる
 演　者 ： 土屋  一洋 先生 （埼玉医科大学総合医療センター）

演　者 ： 山崎 誘三 先生 （九州大学大学院医学研究院　臨床放射線科学分野）
IQon Spectral CTで循環器画像診断はここまで進む
 

演　者 ： 松本 一真 先生 （兵庫医科大学病院　放射線技術部）

Azurionシステムがもたらす、カテ室環境の
インプルーブメント

 

演　者 ： 川内 覚 先生 （国家公務員共済組合連合会　虎の門病院　放射線部）

DRL時代に活きるAzurion 
～画質と被ばく低減に与えるインパクト～
 

司　会 ： 石神 康生 先生 （九州大学大学院医学研究院　臨床放射線科学分野）
Philips CT/MRがもたらすPrecision Diagnosis

第80回日本医学放射線学会総会

2021国際医用画像総合展のご案内

ランチョンセミナーは、オンライン参加登録制です。
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2021国際医用画像総合展
パシフィコ横浜展示 ： 2021年4月16日（金）　10：00-17：00

 4月17日（土）  　9：30-17：00
4月18日（日）  　9：30-15：00

フォーカス ソリューション
MRI／CT診断装置／血管撮影装置／
デジタルX線一般撮影装置／超音波診断装置／
携帯型超音波診断装置／放射線治療計画装置／デジタル病理／
ヘルスケアITソリューション／PACS／VNA／
マルチモダリティ解析ワークステーション

会　場 ： パシフィコ横浜　展示ホール 小間番号 ： D1-11

患者のより良い健康の実現
予防・診断・治療・治療後のケアに至る一連の医療行為におけるアウトカムのサポート
情報の見える化および共有により、一貫したチーム医療の実現と効果的な医療の提供を支援します。

*Thomas Bodenheimer, Christine Sinsky. From Triple to Quadruple Aim: Care of the Patient Requires Care of the Provider
Ann Fam Med.2014 Nov;12(6):573-576.　© 2021 Philips Japan, Ltd.

不要な医療コストの削減と収益改善
最適な医療の質とコストのバランス実現のサポート
効率的なワークフローと経営資源の見える化を促進します。

医療従事者の環境の改善
医師および看護師の過酷労働、人材不足、患者中心の医療と方針決定へのサポート
Value based care の考えのもと、効率的な医療の実現を支援し、医療従事者の負担軽減を実現します。

患者・家族の満足度向上
患者の治療および検査への不安と個別化医療への対応のサポート
患者・家族ニーズに合致した高水準な医療提供体制の確立を支援することで、患者・家族のQOLの改善を実現します。

神奈川県横浜市西区
みなとみらい1-1-1

フィリップス

WEB展示 ： 2021年5月12日（水）-6月3日（木）
www.philips.co.jp/item2021

展示会入場手順は下記URLをご参照ください。
www.jira-net.or.jp/event/item_02.html

Guiding every patient on a clear care pathway
with predictable outcomes

私たちが目指す 4つの目標（Quadruple Aim*）

4月16日（金）から18日（日）に出展するITEM2021のブースでは、

“Together, we make life better”というメッセージを掲げ、

患者を中心とした正確な診断、治療を目指すための最適なワークフ

ローを示します。フィリップスが目指す4つの目標として、「患者の

より良い健康の実現」「患者・家族の満足度向上」「医療従事者の環

境の改善」「不要な医療コストの削減と収益改善」をベースとした

ソリューションをご紹介します。昨年、新型コロナウイルス感染者用

ソリューションとしても注目を集めた携帯型超音波診断装置

「Lumify」の実機や、国内200台以上の稼働実績がある血管撮影

装置「Azurionシリーズ」に対応した次世代モデルのプラットフォーム

「Azurion R2.1」のシミュレーターを国内で初展示します。さらに、

AI技術を搭載し、画質、スピード、ワークフローすべてを革新する

新製品「Incisive CT Premium」もご紹介します。今年は新型コ

ロナウイルス感染拡大防止の観点から、製品の展示を最小限に抑

えたブースを予定していますが、AIやICTを応用したアプリケー

ションや臨床画像などモニターでの各種製品プレゼンテーションを

併用し、デジタルトランスフォーメーションが進んだフィリップスの

医療ソリューションをぜひご体感ください。

また、5月12日（水）から6月3日（木）のWEB展 示 会 で は、

フィリップスのソリューションをバーチャルブースで展開します。

18th AOCR2021 Spring in YOKOHAMA
Luncheon Seminar2　LS-2

日　時 ： 2021年4月15日（木）　12:00 - 12:50
会　場 ： パシフィコ横浜　ノース　3階 G301

Latest Diagnostic & Treatment on Neuro 
Chairperson：
Dr. Masaaki Hori (Toho University Omori Medical Center)

MRI for Acute Management of Stroke
～Arterial Spin Labeling as a Key Decision Maker～
Speaker： Dr. Yoshimasa Niiya (Otaru General Hospital)

New Trends: Hybrid Neuro-Surgery with FlexArm 
Speaker： Dr. Taketo Hatano (Kokura Memorial Hospital)

18th AOCR2021 Spring in YOKOHAMA

ランチョンセミナーは、オンライン参加登録制です。




